
防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

知ってナ

ん
な
の
安
心

得ッ

み

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）　
※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　
国
は
毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま

で「
犯
罪
被
害
者
週
間
」と
定
め
、
全
国
各
地

で
被
害
者
へ
の
理
解
・
配
慮
・
協
力
を
呼

び
掛
け
る
集
中
的
な
広
報
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
者
は
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
だ
け
で
な

く
、
周
囲
の
無
理
解
や
心
な
い
言
動
に
よ
り
、

二
次
的
な
被
害
に
苦
し
む
人
も
い
ま
す
。

　
被
害
者
が
心
の
傷
を
回
復
し
、
再
び
平
穏

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
周
囲
の
理
解
が
と
て
も
大
切
で
す
。

二
次
的
被
害
を
防
ぐ
た
め

犯
罪
被
害
者
へ
の
配
慮
を

防犯

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
約
10
年

が
目
安
で
す
。
ご
自
宅
に
設
置
し
て
い
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
し
、
故
障
・

老
朽
化
し
た
機
器
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
消
防
署
・
出
張
所
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

八
幡
平
消
防
署（
☎
76
・
２
１
１
９
）

松
尾
出
張
所（
☎
74
・
２
１
１
９
）

安
代
出
張
所（
☎
72
・
２
１
１
９
）

知っていますか

市
内
４
中
学
校
の
生
徒
が

未
来
に
向
け
思
い
を
熱
弁

防犯

練習の過程で感じたこ
とを発表する佐藤さん

　
７
年
度「
わ
た
し
の
主
張
」北
岩
手
地
区
大

会
は
８
月
29
日
、
葛
巻
町
複
合
庁
舎「
く
ず

ま
ー
る
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
本
市
の
ほ
か
葛
巻
町
、岩
手
町
の

中
学
校
か
ら
代
表
者
９
人
が
出
場
。
普
段
考
え

て
い
る
こ
と
や
伝
え
た
い
こ
と
、将
来
の
希
望

な
ど
を
、思
い
を
込
め
聴
衆
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
海み

さ
き咲

さ
ん（
安
代
中

３
年
）は
、自
身
が
取
り
組
む
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財「
浅
沢
神
楽
」の
練
習
や
舞
台
披
露
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
を
発
表
。「
地
域
の
宝
を
残
し
た
い
と

い
う
保
存
会
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
伝
え
ら
れ
る

よ
う
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」と
発
表
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
北
岩
手
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
な

優
秀
賞　

佐
藤
海
咲（
安
代
中
３
年
）　

　

演
題
：
地
域
の「
宝
」を
受
け
継
ぐ

優
秀
賞　

小
笠
原
悠ゆ

う
ま真（
西
根
第
一
中
３
年
）　

　

演
題
：
備
え
の
あ
る
暮
ら
し

優
良
賞　

梶
本
喜き

ほ歩（
松
尾
中
２
年
）

　

演
題
：
o
u
r  

31  

c
m

優
良
賞　

大
島
凛り

ん（
西
根
中
３
年
）

　

演
題
：
ワ
タ
シ
は
私

ど
で
組
織
す
る
実

行
委
員
会
が
、
青

少
年
の
健
全
育
成

を
目
的
に
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

市内中学生の発表内容と結果

準
備
と
注
意
で
火
災
予
防

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

消防
　
「
急
ぐ
日
も　
足
止
め
火
を
止
め　
準
備

よ
し
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
、秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
次
の
対
策
を

行
い
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、ス
ト
ー

ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付

い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー

テ
ン
は
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

火
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、消

火
器
な
ど
を
設
置
し
、使
い
方
を
確
認

し
て
お
く
。

POINT

��
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

し
、
備
え
て
お
く
。

POINT

��
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、戸
別
訪
問

な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対

策
を
行
う
。

　

被
害
者
は
、被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ

る
不
安
感
や
孤
独
感
、自
責
感
な
ど
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

被
害
体
験
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ

り
、物
事
を
判
断
し
て
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
者
を
１
人
に
せ
ず
寄
り
添
い
、さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
に
付
き
添
っ
て
、手
伝

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

被
害
者
の
家
族
や
周
囲
の
人
へ
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